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論 文 内 容 の 要 旨
競合論は種なの問題をもつものでありながら、これまで十分に理論的対象として扱われてきた
とはい身ない。本稿は、法条競合の本質を追求しながら、法条競合 としてみとめるべきものの範
囲、処断の方法、罪数論 上の意味を論 じるものである。本稿の内容は、つ ぎのように要約 し棄 よ
う。
競合論のなかで も、法条競合論はとくに論 じられることが少なかったが、それちを吟味 してみ
ると、形式的な法条競合論と実質的な法条競合論とに大別することができる。前者は法条競合が
刑罰法規間の関係の問題であるところに着 自し、概愈の論理的な関係 を基礎 としたり、構成要件







いである。したがって、(絶 対的)明 示的補充関係 も法条競合 として理解することができる。 こ
れは立法者が刑罰法規のなかに、その煙用関係について明示的に宣言 しているばあいである。 こ
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の ば あ いは法 条 競 合 の現象形 式 と しては 、 もっ と もそ の存 在 を明瞭 に 確認 す る ことがで き る
とい う意 味:に澄い て、 基 本 的 な法 条競 合 とい うことが で き る。 この ば あいは 、構成要 件 の関
係 に か か わ らず、法 益 の異 同 にか かわ らず 、一方 的 に法 条競 合 をみ とめ な けれ ば な らない ば
あい で'ある。
しか し、立 法 者 の明示 ㊧意 思 が な くて も、刑 罰法 規 の関 係 に 澄い て、適 用関 係 が決定 され
るは あい もあ 塾 うるeそ の なか で も、 もっ と も存 在 の 明 らか なば あ いが特 別 関係 で あ る。 こ
れ は、 まず構 成要 件 の 比較 を行 な うこ とに よ って、 そ の内 包に 涛 い て論 理 的 に 包摂 の関係 が
み とめ られ るば あ いで あ る。 しか し、 論理 的 に 包 摂 の関係 が存 在 して も、各刑 罰法 規 は 厳然
と して、 独 立 の存.在で あ る。 たん に論理 的 に包 摂 の関 係 に ある とい ラだ け で、 数個 の構 成 要
件 に 該当、す る事実 につ い て、 一方 の鋼 罰法 規 の評価 を うけ るとい うことは いえ ない。 明示 的
補 充関 係 の ば あい と ちが って 、 このば あい に は一 方の刑 罰法 規 だ けが 成 立 す る とい うこ とに
っ い て実 質 的 な根 拠が 必要 で あ る。一方 の刑 罰法 規 だ けが 成立 す る とい うのは 、そ れ だけ を
もって評 価 す る ことに よっ て、 他 の刑 罰法 規 の存在 意 義 も十 分 み とめ られ るぱ あい であ る。
刑 罰法 規 は 種 セの規 範 の なか で、刑 罰 を科 す る ことに よって保 護 しなけ れ ば な らない ぼ あい
に っ ぐられ る もの であ る。 したが ウ て、 そ こには そ の よ うな強力 な保 護 を一与え なけれ ば な ち
な い価 値 の存 在遊 離提 とさ.れる◎法 益 とよばれ る 屯の で ある。刑 法 は 究極 的 には この法 益 を
保護 す るた め に存在 す る。 した が って、 数個 め刑 罰法 規 が問題 に な るぱ あい で あ って も、法
益 が同 一 で あ る とい うので あ れば 、 いず れか 一方 のみ で評 価 す る とい うこ とで十 分 で あろ うQ
法 条 競 合 には 、法 益 の同 一 性 とい う ことが 必要 で あ るσ 一 見論理 的 な関係 として のみ把 握 して
て もよい よ うにみ身 る特 荊 関 係 の は あい に も、 そ れ が法 条 競 合 と してみ と め られ る ために は
法 益 の同 一 とい う実 質的 な根 拠 が 必要 で あ る。
補充 関係 の ば あいは 、 一方 の刑 罰法 規が 他 に対 して 、補 充的 に のみ存 在 して い るば あ いで
あ る。高 次段 階 の行 為 と低 次段階 の行 為 の ば あいが これ に あた る。 このば あい には 、行 為 の
攻撃 の方 向 が同 一 で あ って 、そ の段階 を異 にす るぱ あい で あ るか ら、当 然法 益 の同 一性 とい
うことが前 提 され て いる もの と考え られ る。
一 般 に吸収 関係 とされ て い るば あい は
、随 伴関係 と不 ロ」罰 的事 後行 為 として考 え るべ きで
あ るQ法 条 競 合 は刑 罰法 規 間 の関係 なの で あ るか ら、 吸収 関係 も当 然 同様 に 考え られ る。 と
す れ ば、独 立 に存 在 してい る法規 が、法 規 と して 吸収 した り、吸 収 さ れ た りす る とい う こと
は あ りえ ない 。 したが って 、吸収 とい うのは(他 の何 らか の根 拠 に もとつ い て)一 方 が成立
し、他 が適 用 され な い ば あいに つ い て、 そ の機 能 的 な意 味 を示 す もの と して用 い られ て いる
と考 え られ る ので あ る。
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吸卿 瑚係 は法条 競 合 をみ とめ る こ とが で き るぱ あい で あ って、 特別 関 係でも・補 充関 係 で もない
』
ば あ いで ある。 正確 には 、随 伴 関係 と不 ・J罰的事 後行 為 を考 烹 る こ とが で きる 。随伴 関係 は一
方 の構 成要 件 的行 為 をす る ば あい に、 当然 他 の構 成 要件 的 行 為 を も伴 な うば あいで ある。 不 ・」
罰的 事 後行 為 は事 後 の違 法行 為が 不 叫罰 とされ るば あいで ある 。事後 の違 法行 為 か事 前 行 為 に
よっ て惹 起さ れ た違法 状 態 に何 もの も新 たに つ け加え な いの で、 不 司罰 とされ る。
法 条 競 合 は立 法 者 の意 思.によ って、 処罰 ・が阻却 され るか 、刑 罰法 規 間 の特 殊 な関係 と法 益 の
同 一性 が存 在 す るば あい に立 法 者 の意 思 を推定 す る ことに よっ て、処 罰 が 阻却 さ れ るば あい で
あ るQし たが っ て、 一罪 であ る。
以 上が 本 稿 の大要 で あ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研 究 は 、現 在 に澄 いて十 分 に論 議 研 究 さ れ てい ない分 野 に対 して、 あ らたに メス をい れ よ う
とす る もので あ り、 この点 に 澄 い て、 学 界 に寄与 す ると ころが 大 きい 。 しか し、そ の内容 を検 討
してみ る と、内 外 の文 献 を縦 横 に駆 使 して 問題 をつ いて 澄 り、 そ の意 義 は高 い 。
多少 結 論 をいそ ぐ面 もみ られ な くは ない が、 しか し、 全般 を総 合 す れ ば博 士 の学 位論 文 と して
適 当・で あ る。
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